
第２回避難訓練を行いました。       

 第２回目の避難訓練を実施しました。今回は火

災を想定しての実施ですが，前回とは出火場所が

違うため避難経路も違ってきます。 

 
 今回は，話をよく聞き出火場所を確認し，出火

場所から遠くなる避難経路を選ぶことが主なねら

いです。いざというときの備えとして避難訓練は

大切です。はじめは学級全体で行いますが，最後

は自分の判断で安全に避難できる子どもを育てて

いきたいと思います。 

調理実習も順調に進んでいます。         

 １学期は新型コロナウィルスのため，子どもた

ちの学習活動に様々な制約がありました。理科の

グループでの実験や音楽で歌を歌うこと，調理実

習などが該当する学習活動です。 

 ２学期に入り，国や県から学習に関する指針等

が出され，学習活動の制約がなくなりました。 

 本来なら１学期に実施するはずの調理実習は，

５年生も６年生も２学期にスライドしました。 

 調理実習は，家庭科の学習の中でも子どもたち

が楽しみにしている学習です。昨日，６年生は野

菜炒めの調理実習を行いました。 

 
 自分たちの楽しい気持ちと学習成果を先生方に 

 

伝えたくて，出来上がった野菜炒めを職員室や校

長室に運んできてくれました。 

子どもの反抗期は成長の証です。      

子どもも１０歳前後になると，反抗的な態度を

とったり，いらいらした雰囲気を醸し出したりす

ることがみられるようになります。 

これが「反抗期」と呼ばれるもので，家庭の中

でこのような会話はないでしょうか。 

親「宿題は終わったの？」 

子「わかってるって，うるさいな！」 

親「明日は早いからもう寝たら。」 

子「いちいちうるさいな。」 

１０歳前後から見られる「反抗的な態度」や「無

口」「不機嫌」は，子どもの心がおとなに少しずつ

近づいている証拠とも言えます。 

誰もがこの道は通ってきたもので，私たちも反

抗期の頃は，親を怒らせたり心配させたりしてき

ました。親になってみると，反抗期の子どもの取

扱いの大変さに気づくものです。 

うちの子そろそろ反抗期？と思ったら，以下の

点に注意して，子どもと接することを心がけると

子どもも安心して反抗期を乗り越えることができ

ます。 

① 反抗的な態度は，心と体の成長のアンバラ 

 ンスから来るもので，いずれは落ち着く。 

② 細かなことには目をつぶり，子どもに任せ

たり考えさせたりする部分を増やす。 

➂ 親として許せないことはきちんと伝える。 

 ＊ 人の心や体を傷つけること 

 ＊ 法律に違反するようなこと 

子どもの言動に腹が立つこ

とや親の思いが伝わらず悲し

くなる時もあると思いますが，

そんな時は，そっと寝顔をな

がめてみましょう。生まれて

きてくれたときの嬉しさや可

愛さを思い出して，きっと親

として頑張れます。 

 

 

 
 

郡山市立日和田小学校 
学 校 便 り №４３ 

令和２年１１月６日 

文責：校長 伊 藤 孝 行 

 

安積山 

 


